平成１８年度化学物質による労働者の健康障害防止に係る
リスク評価検討会報告書（要点）
１　発がん性等の有害性が高い化学物質のうち、国内での取扱量が多い５物質（エピクロロヒドリン、塩化ベンジル、１，３－ブタジエン、ホルムアルデヒド及び硫酸ジエチル）のリスク評価を行った。
２　以下（１）から（３）までに掲げる３物質については、それぞれ以下の方向で関係法令の整備を検討すべきである。
（１）１，３－ブタジエン
○　１，３－ブタジエンの製造工程及び合成ゴム製造工程におけるサンプリング、保守、点検、分解、組み立て、修理等の作業については、密閉化、呼吸用保護具の使用等、労働者の健康障害を予防するための措置が必要。
（２）ホルムアルデヒド
○　ホルムアルデヒドについては、労働安全衛生法施行令別表第３の第２類物質とすべき。
○　ホルムアルデヒドが原因で、まれに鼻咽頭がんが見られるとされることから、一般健康診断を年に２回実施すべき。
（３）
硫酸ジエチル
○　樹脂の製造工程における混合、撹拌、混練、加熱等の作業で、硫酸ジエチルを触媒として使用する作業については、密閉化、局所排気装置の設置等を行うことが必要。
